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D 19
月縁ヵ｀ら想定されに性持
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被　服　129

　目的服装は非肩計諏収達の媒体にて丸きな役割を栗しており、その伝ま内容のー

つ(こﾉヽごーソヤけイ特性if<'あl．本研究Tit前鑓こ引き続き、ある擬装£豺んでするたは

乙｀のような性坊である乙惑仙｀を冽定するこｔによ√て、ﾒ､ぐが報蒙と侈涛の同に想定し

ていろ困連性を明らヵヽにすることを回的としている。

　影云　呈示した性柿評芝用語は前報い司以仰牡ある。服蓉･冷報で'μ言語竹卜た

（今回はスライド｀によリ直惨後覚に鈎久山即馳前組で服装ヵヽら雄測され引i捲ダう

ち、評刃釦爰グ)たきな右グ)ヵヽりけn選びlそれにふヽ限莱乞服蒙灘誌りヽら幻且ず'ヽつ

選乞けて。子啼調気てヽ｀2端の被験老に唾位ずけとし飛らい、所定の服装に最もかヽもの

を鼠示試料乙しに。調気方湊など(球体前報刻司じである。所持は各服装にっいて細面グ｀)

平均値ヵヽら丁捜定により肩を差を調べ、さらに数量ｲc理俯穿・類による分群を行っ六。

　紡象服娠特I'iヵヽら痢息に推剛ざれやすい性格は「係守的な一it歩的な」、「支配的な一

服従的なＪ、「冶曼な一おとなしい」でヽ、服装特攻乙性格特攻の組合^ ／λ／-cIレ帆僧頼注

の島^i犯は卸叫八竃による場合心沁、今回心即刻ぶｰく似た傾伺べびられr-.。

数養恂理論第・鞠こよる分切も果rは牟軸まT坤ぬしf; A^-、／軸と3軸に肩佃な急味と見

tiiしに即ち、１軸は｢外伺性一内伺性」、３軸の無味は若干和ヽまいであい八「親述

性j を判断ずる軸と解釈これた。/軸についてM服蓉(カサンフりレスコT ーの平均値をﾎjめ、

アロヽワトしれとこう、家令、明iい, 傾浬的、た胆な服董は州町知強いんが゛埓んで循る

乙梱支されることが｀わかi だ。　* 廠原康晴；繊維機械学会誌ヽ、仰､パ穴/リカ

D 20 社会人の制服に対する意識一年齢による分析

　　　　　　　　　　　　　中村学園短大 石橘　葉子

　目的　昭和61年度から福岡市内の銀行，デパ- b ,航空会社の女子社員の協力を得

て，制服についてのアンケート調査を行い，1566名よりの協力を得た。これらの結果

は，第33回九州支部研究発表会や，日本衣服学会昭和62年度研究発表会で報告した。

今回は年齢との関係に重点をおき，検討した結果を報告する。

　方法　調査時期: 1886年　3月, 11月, 1987年　３月，興｡査対象者：銀行17行　353名，

デパート３店1076名. 航空会社３社　137名，計1566名，調査項目：制服の有無，’賛否

，制服に対する考え方，好ましい制服のデザイン. 色の系統.組合わせ, 現在の制服

のイメージ，他の一般の衣服に対する考え方等の10 項目，方法：年齢を18～29才（A）.

30才以上（Ｂ）に分類し，単純集計，クロス集計，因子分析を行った。

　結果　「制服に対する考え方」では，シンボル性，高品質，実用性の項目でＢの方

かAより評価か高い。「現在の制服のイメージ」では各項目にわたってＢの評価か高

く，その差は明瞭に現れた。「他の一般の衣服に対する考え方」では経済性, 伝統性

の項目にＢの評価が高い。「制服に対する考え方」の因子分析の結果，第１因子にＡ

は実用性の項目，Bは流行，個性の項目が現れた。


